
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

１０月１８日、榎列倭文地域づくり協議会主催の「おのころ秋祭り」

が開催されました。南あわじ市社協では、くじ引きと「ボッチャ体験会」

のブースを出展しました。 

当日は、「ボッチャ大会 in 南あわじ」で準優勝された“み

なとふれあいサロン”のメンバーお二人にご協力いただきま

した。初めての方にもわかりやすく、丁寧にルールを説明して

くださり、参加者の皆さんも安心してゲームに取り組むことが

できました。会場では、笑顔でボールを投げ合う姿が見られ、

大いに盛り上がりました。 

ボッチャは、年齢や障がいの有無を問わず、誰もが一緒に楽しめるユニバーサルスポーツです。「的（ジャ

ックボール）に自分のボールをどれだけ近づけられるか」を競うシンプルなルールで、気軽に参加できます。 

今回の体験会は、多くの方にボッチャの魅力を知っていただく貴重な機会となりました。 

社協では、今後もこうしたユニバーサルな活動を通じて、地域のつながりづくりや、誰もが参加で

きる場づくりを進めてまいります。 

 

 

 

 

 

10 月から始まった「赤い羽根共同募金運動」の一環として、地域の

秋祭りや住民大会で街頭募金を実施しています。 

今年も多くの方々が、募金活動に参加してくださり、温かいご支援

をいただいております。集まった募金の９０％は南あわじ市内で活用

され、地域福祉活動の充実に役立てられています。みなさまのご協力

に心より感謝申し上げます。 

現在、福祉まつりや地域イベントでの赤い羽根共同募金運動の啓発

活動や、会場のお手伝いをしていただける方を募集しています。 

「ちょっとだけ手伝ってみようかな？」というお気持ちでのご参加、

大歓迎です！ご興味のある方は、どうぞお気軽に南あわじ市社協まで

お問い合わせください。 



 

 

★ふれあい・いきいきサロン活動のご相談は、生活支援コーディネーターへ★ 

南あわじ市社会福祉協議会 ☎ ０７９９‐４４‐３００７ 

 

 

 

先日、２か月に１回定期的に開催されている八木のヤギ牧場での子ども食堂

で、稲刈り体験が行われました。子ども食堂を運営する堂本さんの美味しいお

弁当を食べたあと、親子での共同作業が始まりました。 

初めて鎌を手にする子どもや保護者も多くヒヤヒヤする場面もありましたが、大人

たちは、鎌を片手に丁寧に稲を刈る子どもたちの姿を見守っていました。また、「刈

る人」「運ぶ人」と、自然に役割分担をして協力しながら作業を進めていく様子がと

ても印象的でした。その後、コンバインによる稲刈りの様子を見学し、実際にコンバ

インに乗る体験もできるなど、貴重な農業体験となりました。作業のあとは、お楽し

みの自由時間。フルーツポンチが振る舞われ、ヤギとのふれあいや秘密基地での遊び

など、子どもたちは笑顔いっぱいで楽しいひとときを過ごしていました。 

今回の稲刈り体験を通して、子どもたちはお米ができるまでの過程や農業の

大変さや面白さに触れることができました。子ども食堂の場が人と人をつなぎ、

普段の生活では得られない貴重な体験ができる場となっていました。 

 

 

 

昨年に引き続き、倭文地区の“永田邸防災祭ウィーク”（9 月 1 日～17 日）が

開催されました。 

なかでも人気だったのが、災害時に役立つ【パッククッキング】の実演です！ 

長田町づくり委員会のメンバーが、耐熱性ポリ袋に食材を入れて、焼きそばやスポ

ンジケーキを調理。袋のまま加熱することで、水や火が限られる災害時でも温かい

食事ができる工夫を紹介しました。 

参加者からは、 

「手軽で美味しい！家でもやってみたい」 

「災害時に温かいものが食べられるのはありがたい」 

などの声が多数寄せられ、あっという間に完食！ 

地元のデイサービス「まごころ」の利用者のみなさまも参加され、

地域住民との交流の場にもなりました。 

 


